
 

 

 

 

 
 

 

組合 勤務指定、休日明示は毎月２５日までに確実に

示すこと。 

会社 これまで同様に確実に示していく。 

全社員の勤務を乗務員区・駅のすべての箇所で示す

ことでよいか。 

確実に最適な方法で示す。新 JINJREが導入されれば個人で

確認することができる。パートごとに示す必要などある。 

 
 
 

 

 
 

組合 今施策においてもモチベーション向上が最大の

目的と言われた。これまで以上にキャリアプランの実

現に向けて希望を丁寧に把握するべきだ。 

会社 指摘の点は、この間も考慮してきた。スタンスに変わ

りはない。 

キャリアプランの実現に向けてコミュニケーションの

回数を重ねるのが目的ではなく、内容的に本人の希

望と一致させるべきだ。 

お互いにやり取りして、キャリアプランを練り上げることが

重要である。コミュニケーションはそこを念頭に置いていた

だく。互いに想うことを出して行いたい。 

 
 
 

 

組合 子供の送り迎え等に影響が出ないように配慮

すること。 

会社 今回提案した施策の有無に関わらず、これまで通り必

要な配慮を行う。 

 
 
 

 
 

組合 本人希望に基づき、適性検査を引き続き保有す

る同等レベルで受検できるようにすること。 

会社 現在担当している業務、今後担当する可能性のある業

務に必要な適性検査を受検していくことになる。 

 

 
 
 

 

組合 全系統に関わるため、タブレット配信で終わら

ず、理解を深めるためにも説明会を開催すべきだ。 

会社 本社として一律に説明会の開催を決めるものではな

い。理解を高めることが重要である。 

課題を残したまま発足させないことを踏まえ、安全・

サービスレベル向上の目的等を説明すべきだ。 

本質は社員の理解、やる気である。最も有効な手立てを行い

たい。 
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